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「オートフラップゲート」は、フローティング起伏ゲートに
ゲート作動速度を制御可能な両ロッド式油圧シリンダを連係
させることにより、水位変化に対応した的確な自動開閉作動
機能と、波浪などに対する動揺防止などの作動安定化機能を
有した、水門・樋門に適用が可能な門柱レス自動ゲート設備
です。

また、両ロッド式油圧シリンダをゲート開閉装置として利
用することで、設備管理時、または緊急時においてゲートを
安全に強制開閉操作することができます。自動作動と強制操
作は堤防上に設置された制御装置部で簡単に切替えることが
できます。

これらの機能により、本ゲート設備は洪水時などにおいて、
管理者が施設に到達できない場合や停電時などにおいても支
障なくゲートの自動開閉作動による確実な逆流防止と内水排
除が可能で、水門・樋門施設の適宜、的確な運用が行えます。
感潮区間の施設では入退潮に合せた自動作動で継続運用が可
能です。また、高波時などの急速な潮位上昇に対しても安全
に水門・樋門の自動閉鎖が可能です。

ゲート設備全体を単純かつ堅牢な機構・構造とし、樋門の
柔構造化への対応性、維持・管理性、耐久性、および経済性
の向上を図ることができます。

（１）自動開閉作動
　水位変化に的確に対応できる自動開閉作動機能によ
り、人為的な操作や動力を必要とせず、確実な逆流防止
と円滑な内水排除を行うことができます。自動作動機能
は竣工時、および設備運用時においても性能確認が可能
であること、また扉体上の一定の土砂堆積に作動対応が
可能であることなどの高い信頼性が確保されています。

（２）作動の安定性
　両ロッド式油圧シリンダによる作動制御機能により、
電気的な制御を必要とせず、常にゲート作動の安定性を
確保します。扉体の急速動作、波浪時などの動揺を防止
し、自動止水・排水作動の確実性、および設備の安全性、
耐久性を確保します。

（３）任意開閉操作
　任意操作による強制開閉作動が可能で、緊急時に確実
なゲート開閉操作ができます。また、設備の維持・管理、
点検・整備を容易に行うことができます。

（４）耐久性
　単純・堅牢な設備構造、作動機構により、長期間の使
用に対応できる高い耐久性を有します。

（５）柔構造化への対応
　構造物全体の一定の傾斜変位に対しゲート機能・性能
を維持することができます。
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＊本図は両端駆動方式の
概要図とします。

（片端駆動方式で行う型式
もあります。）
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オートフラップゲート
審査証明の結果

（１）自動開閉作動
　実物大試験設備（幅2.50m×高0.75m）での自動開閉
作動試験により、ゲートが人為的操作や動力を必要とせ
ず、水位変化に対応して自動的に開閉作動を行い、確実
な逆流防止と内水排除が行えることが確認されています。

●自動作動性能検査
試験設備による止水試験 試験設備による排水試験

（２）作動の安定性
　実物大試験設備（幅2.50m×高0.75m）での自動作動
の安定性に関する試験、および実施設備の調査により、
排水作動時に有害な振動が発生しないこと、波浪に対し

実施設備の自動作動性能検査状況 計測値と理論値の対比による性能確認

●波浪試験状況
　波浪時においても安定した自動作
動が確保されます。

●急速水流遮断試験
　高波などによる急速な水位上昇に対してもゲートは安全に自動閉鎖します。

●自動開閉作動試験

　水位変化に対し的確な自動開閉作
動を行い、確実な止水・排水を行うこ
とができます。

また、実施設備における自動作動性能検査の調査により、施
工時、および設備運用時において自動作動性能の検査が適
切に行えることが確認されています。

て過度な動揺が発生しないこと、および急速な水位上昇に対
しても安全に自動閉鎖できることが確認されています。



（３）柔構造化への対応性
　実物大試験設備を通水軸方向に3°、または通水軸回転
方向に3°程度傾斜させた状態でのゲート作動試験におい
て、ゲートの機能・性能が確保できることが確認されてい
ます。

（４）維持・管理性
　強制開閉操作に関する試験、および維持・管理性に関す
る調査により、確実にゲートを強制開閉作動できること、
設備の維持・管理、ならびに点検・整備が確実かつ容易に
行えることが確認されています。

（５）耐久性
　実施設備調査の結果、長期間の使用に十分対応できる
部材、構造により、当初の機能・性能を維持していること
が確認されています。

（６）経済性
　同規模の昇降式ゲート設備と経済性について比較した
結果、設備建設時における工事期間が短縮可能であるこ
と、全体の設備建設費が縮減できること、および設備の
管理、維持修繕費用が縮減できることから、設備供用期
間の総コスト縮減が可能であることが確認されています。

「オートフラップゲート」の適用範囲を示します。

国土交通省（九州地方整備局）－26件、地方自治体－14件 （平成30年３月まで）

株式会社 協和製作所

主な実績

技術保有会社/お問い合わせ先

審査証明有効期間

平成30年1月11日～平成35年1月10日

オートフラップゲート

（〒849-0921 佐賀市高木瀬西6丁目9番1号　佐賀大和工業団地内）

技術部     設計課	 TEL：0952-30-2161
営業本部  福岡営業所	 TEL：092-591-9058

技術の適用範囲

適用範囲
セミバック堤および自己流堤による支川処理を行う場合、支川への逆流を防止するための施設
として設けられる、中・小形の水門・樋門ゲート設備を適用範囲とする。

防潮水門・自動止水作動状況排水樋門・自動止水作動状況 排水樋門・起立保持状況（任意操作）
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